
2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：みどりの推進課 黒宮

作成者連絡先：0561-56-0620

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

62 地域の食文化や伝統的な作物の紹介、高齢者の持っている食に関する知識の継承
13 若い世代への啓発や講演会、職場の給食施設への巡回
77 地域農林水産物の利活用等に向けた普及啓発

※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市

取 組 の 名 称 2023 年度食育イベント 長久手を食べよう！～真菜そば試食会＆野菜マルシェ～

取 組 内 容

●実施時期： ２０２３年１１月５日（日）

●対象者： 市民、愛知淑徳大学コミュニティーコラボレーションセンター

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

「若者世代が調理する機会の創出と日本文化の継承」を目的として、長久手市の

伝統野菜「真菜」を利用しそば試食会開催。そば打ち指導は、長久手そば打ち愛

好会へ依頼し、愛知淑徳大学コミュニティ・コラボレーションセンターからの参

加学生が事前にそば打ちを学び、160 食を参加者に振舞い、参加者にはアンケー

トの実施と真菜の種を配布し、真菜の認知度や活用度等の調査、普及啓発に努め

ました。また、併せて「地元農産物の情報発信」を目的とし、本市アグリサポー

ト事業の農学校受講生が販売実習を兼ね野菜マルシェを開催し、愛知淑徳大学生

が作成した秋冬野菜のレシピ集の配布も行いました。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

伝統野菜「真菜」に関して、イベント当日や開催後にマスコミ等から取材があり、

一定のＰＲ効果が得られたため、一過性のものとするのではなく継続的に本市

伝統野菜に市民が関心を持ち、地産地消に繋がる取組となるようにしていき

たいです。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：長久手そば打ち愛好会、愛知淑徳大学ＣＣＣ

●連携した背景、きっかけ
本市食育推進支援会議委員が会長を務める「長久手そば打ち愛好会」にそば打ち指導を委託し、愛

知淑徳大学コミュニティ・コラボレーションセンターを介し参加したボランティア学生へそば打ちの

知識を継承することで、多方面に効果的な食育の取組となるため、連携しイベントを開催しました。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから： から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など
本市の伝統野菜「真菜」を広くＰＲする取組として実施しました。

（様式）
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資料１



●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者： みどりの推進課 黒宮

作成者連絡先： 0561-56-0620

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

61日本型食生活の良さの啓発
62地域の食文化や伝統的な作物の紹介、高齢者の持っている食に関する知識の継承

※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市

取 組 の 名 称 味噌づくり体験

取 組 内 容

●実施時期： ２０２４年２月３日（土）

●対象者： 市民

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

「食育及び伝統食の継承」を目的として、公募抽選による市内在住 6組の参
加者が、事前に配布した大豆を煮て準備し、味噌作り体験を行いました。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）
初めて味噌作りをする参加者が多く、体験後も作った味噌が変化していく様子や

実際に食することができる楽しみがあり、参加者の満足度が高いため、引き続き、

日本型食生活の啓発や知識を継承する取組として、実施したいです。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：一般社団法人アグサポ倶楽部

●連携した背景、きっかけ

指導者として長久手農楽校事業の委託先へ委託しました。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから： から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

（様式）
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●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者： みどりの推進課 黒宮

作成者連絡先： 0561-56-0620

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

77地域農林水産物の利活用に向けた普及啓発
76 消費者のニーズに対応した商品やサービスの提供

※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

あぐりん村

取 組 の 名 称 朝市

取 組 内 容

●実施時期： ２０２３年８月６日（日）、２０２４年２月２５日（日）

●対象者： 来場者

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

「体験や交流を通じた豊かな人間性の育成と食の理解促進」を目的とし、生

産者と消費者の交流を深めるイベントとして、生産者による朝市を開催しま

した。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

朝市開催の 1時間に多くの来場がありました。今後は幅広く小口農家にも参
加いただくように改善し、より多くの野菜を販売したいです。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：

●連携した背景、きっかけ

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから： から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

生産者と消費者の交流を深める取組として実施しました。

（様式）
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●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：長久手市平成こども塾 福本將

作成者連絡先：0561-64-0045

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

62 地域の食文化や伝統的な作物の紹介、高齢者の持っている食に関する知識の継承

5 地域人材を活用した体験的な活動の充実

44 市町村、ＮＰＯ等との連携による高齢者同士や地域の子どもとの共食の場づくり

64 SDGsを意識した環境学習の推進
※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市平成こども塾

取 組 の 名 称 学校連携事業

取 組 内 容

●実施時期： 2023 年 6月 1 日 ～ 2024 年 2 月 22 日

●対象者： 長久手市立６小学校

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

目的：長久手市の豊かな田園環境の中で、こどもたちが地域の自然、文化、 環境等

を学ぶことを通じて健全な心と身体を培うとともに、人と自然と がよりよく共生する

地域社会の実現に資するためプログラムを実施しました。

内容：「飯盒炊さんとカレーライス作り」「おこしもの作り」「走る木車作り・焼き芋」「餅つ

き・昔の遊び」五平餅作り」「カスタネットとどんぐりやじろべえ作り・焼き芋」「松ぼっく

りのクリスマスツリー作り・焼き芋」 上記のプログラムで令和 4 年は合計 72 回の
プログラム実施を計画しています。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

飯盒でご飯を炊き、大鍋でカレーや餅つき、おこしものを作ることで昔の人がいかに工夫

をして食べ物を用意していたかを学ぶことができました

。

課題：① 市の人口増加に伴い小学生の人数が増え続けると 6 年間に 3 回実施して
いるプログラムが日数的に実施困難になる恐れがある。② 講師の高齢化に伴い継続した後継者の確保が必要となっている。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無

あり ・ なし(単独)

ありの場合の連携先：)平成こども塾へ問合わせ 0561-64-0045
野外活動同好会：坪内、 Heart の会：水野 食と健康を考

える会：加藤、 愛知県創造レクリエーション研究会：瀬川

●連携した背景、きっかけ

学校連携事業の実施に伴い、事業の目的に合致する活動団体を募集し年間を通して講師を依頼しました。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：２００６年から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

「野外活動同好会」については、平成こども塾が開所した 2006年から講師を務めている。2006年から講師を
務めた「長久手っ子」は、2014年に代表の辞任とともに解散し、同年から「Heart の会」が新規発足し現在に
至ります。 2006 年から講師を務めた「食生活改善推進員会」は、2022 年 4 月から「食と健康を考える
会」 へ名称変更しました。 創造レクリエーション研究会については、2006 年から変遷なしです。

（様式）
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●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。

「飯盒炊さんとカレーライス作り」

「餅つきと昔の遊び」
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：たつせがある課 杉浦

作成者連絡先：０５６１－５６－０６０２

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

97 行政、団体、教育機関、企業等との連携による食育活動の場の提供
※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市、長久手市社会福祉協議会

取 組 の 名 称 地域の活動拠点の提供

取 組 内 容

●実施時期：通年

●対象者：市民

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

地域の活動拠点となる地域共生ステーションを西小校区、市が洞小校区、

北小校区、南小校区の４か所に設置しています。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

地域共生ステーション活用例

・子ども食堂の実施（社会福祉協議会と学生団体が協力）

・フードバンクの実施（社会福祉協議会とまちづくり協議会が協力）

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：

●連携した背景、きっかけ

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：2015 年から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

（様式）
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：長久手市福祉部長寿課 成田萌瑞

作成者連絡先：(0561)56-0631

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

１８ 市町村等による配食サービスなどの充実
※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市

取 組 の 名 称 長久手市高齢者配食サービス事業

取 組 内 容

●実施時期： 通年

●対象者： 栄養管理または安否確認が必要で、身体的な理由により日々

の買い物や調理等が困難な状態である次のいずれにも該当する方（ケアプ

ランを作成している必要があります。）

①介護予防、生活支援サービス事業対象者または介護認定を受けている

方で、介護サービスを利用している方（ケアプランを作成している必要

があります。）

②満 65歳以上のひとり暮らしの方または満 75歳以上の方のみの世帯（後
期高齢者世帯）

※同一敷地内や隣、2世帯住宅に家族が居住している場合は対象外です。
●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

対象者が在宅での生活を継続できるよう、昼食又は夕食のいずれか１食に

ついて、週７日を上限に、１食につき 300円分を補助するものです。また、
配食弁当を手渡しにすることで、対象者の安否確認も行います。

令和 6年 1月 31日現在での実利用者数は、159人です。

URL:https://www.city.nagakute.lg.jp/soshiki/fukushibu/chojuka/1/1/4/2/13
20.html

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

配食弁当を手渡しにすることにより、日々の安否確認ができ、対象者の体調

不良を早期発見できたケースがありました。また、1日 1食栄養管理された
食事を摂ることにより、利用者の低栄養状態等を改善できました。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：

●連携した背景、きっかけ

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：2004 年から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

令和 5年度から対象要件を上記内容に変更しました。

（様式）
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：健康推進課 近藤、土屋

作成者連絡先：健康推進課 0561－63－3300

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

２２ むし歯・歯周炎予防指導や歯みがきの習慣づけ、歯の役割や、よく

噛む大切さ等の啓発
※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市

取 組 の 名 称 保育園歯科健康教育

取 組 内 容

●実施時期： 2024 年１月から２月

●対象者： 市内保育園年長または年中児

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

幼児期から歯の健康についての大切さを知り、生涯にわたって歯の健康

について取組むことができるように、市内保育園児を対象とした健康教育

を実施しました。歯の大切さ、６歳臼歯、歯磨きについて、歯科衛生士に

よる講話を実施しました。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

普段、歯ブラシの使用がない園が多いため、安全面等を考えて、歯ブラシ

を使用しての歯磨き指導は見合わせました。家庭生活で正しい歯磨き等を継

続してもらえるよう、保護者への教育内容の還元を十分に行う必要があると

考えています。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：愛知県歯科衛生士会

●連携した背景、きっかけ

健康推進課に歯科衛生士がいないため、愛知県歯科衛生士会に歯科教育を依頼しています。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

健康教育終了後の、保護者向けの配布物を、保育園のアプリを通じて配信しました。

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：2019 年に実施）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

歯科健康教育に関して、毎年対象を変えて実施しています。2019 年度にも保育園児対象に健康

教育を実施しました。2023 年度に保育園児対象の歯科教育を実施し、保育園から継続的な実施の

要望があるため、次年度も実施予定です。

（様式）
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●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：健康推進課 杉浦

作成者連絡先：健康推進課 0561－63－3300

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

１６ 母親教室等での健康教育や情報提供、授乳期以降の食の重要性の啓

発
※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市、食と健康を考える会

取 組 の 名 称 離乳食教室

取 組 内 容

●実施時期： 年間 12 回（月 1 回）

●対象者： 市内在住の第 1 子の乳児をもつ保護者

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

離乳食に関する正しい知識の情報提供及び楽しく子育てができるように仲

間作りを促すことを目的として実施しました。

・離乳食の講義と離乳食の試食（希望者のみ）

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

今年度から希望者は離乳食の試食を再開しました。実際に試食をすること

で食形態や味付けのイメージができたというご意見を多くいただきました。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：食と健康を考える会

●連携した背景、きっかけ

市民の主体的な健康づくり促進を目的として市民団体である食と健康を考える会と連携しています。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：1996 年度から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

1996 年度から離乳食教室を市主体で実施しています。2015 年度から離乳食教室の運営を食と

健康を考える会へ委託しています。

（様式）
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：健康推進課 近藤、土屋

作成者連絡先：健康推進課 0561－63－3300

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

８ 「早寝早起き朝ごはん」運動の実践促進

４８ 親子や高校生を対象にした料理教室等による健康管理の実践
※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市、食と健康を考える会

取 組 の 名 称 朝食講座

取 組 内 容

●実施時期：2023 年 7 月 25 日

●対象者： 長久手市内在住の小学生親子

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

生活習慣の形成の基盤の場となる家庭を中心として、子どもの頃からの正

しい食習慣の定着を促進すること及び小中学生の朝食の欠食率を低下させる

ことを目的として、実施しました。

管理栄養士による朝食の大切さに関する講義と、朝食レシピ（おにぎらず）

の調理実習及び試食を実施しました。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

参加者からは、子どもと体験できてよかった、家でもやってみたい等と好

評でしたが、当日の講座や調理実習への参加人数が限られるため、より多く

の人へ知識の普及をすることが課題です。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：食と健康を考える会

●連携した背景、きっかけ

市民の主体的な健康づくり促進を目的として、市民団体である食と健康を考える会と連携して

います。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：2018 年度から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

2018 年度から朝食講座として調理実習形式で市主体で実施しています。2020 年度、2021 年度

はコロナ禍のため講座を中止し、朝食レシピをホームページで公開しました。2022 年度から市民

の主体的な健康づくり促進を目的として、市民団体である食と健康を考える会へ事業を委託して

います。2022 年度は朝食に関する講義と調理のデモンストレーションを実施しました（参加者の

調理実習と試食は中止）。2023 年度に、参加者の調理実習及び試食を再開しました。

（様式）
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●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：子ども未来課 高橋浩子

作成者連絡先：℡ 0561-56-0615

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

３６ 食物アレルギーへの理解促進

※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市子ども部子ども未来課

取 組 の 名 称

取 組 内 容

●実施時期： 令和５年７月２５日

●対象者：長久手市立保育園・児童館・児童クラブ・子どもの発達相談

室職員

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

食物アレルギーと、エピペンの扱い方についての理解を深める。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

アレルギーの最新情報を知るとともに、人形を使ってエピペンを使う実習

をすることで、流れや役割を確認することができた。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：愛知医科大学看護学部

●連携した背景、きっかけ

職員研修で毎年行っていることと、看護学部の学生を保育実習で受け入れているといった連携

がある。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：10 年以上前から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

今後も継続していきたい。

（様式）
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●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：子ども未来課 高橋浩子

作成者連絡先：℡ 0561-56-0615

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

４７ 保育所等での栽培・調理体験等の拡充や地域人材の実践促進

※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市立長湫東保育園

取 組 の 名 称

取 組 内 容

●実施時期： 令和６年１月３１日

●対象者：長久手市立長湫東保育園年長児クラス

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

食育の一環として育てた米を炊いてもらい、自分達で買い物に行き、野菜

を切ったり皮をむいたりして調理に携わり、カレーを作った。また、年下児

にも分けてあげることで、いたわる気持ちや達成感を味わうことができた。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

様々な園児がいる中、その子に応じた取り組み方を配慮することで、園児

が楽しんで調理をする事ができた。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：保育園おたすけたい

●連携した背景、きっかけ

保育園の行事や散歩に来てくださり、園児も親しんでいるので、積極的に参加してくださった。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

今後は、保育業務支援システムを使って、保護者に啓蒙していきたい。

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：不明（毎年実施））

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

今後も継続していきたい。

（様式）
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●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：子ども未来課 高橋浩子

作成者連絡先：℡ 0561-56-0615

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

４７ 保育所等での栽培・調理体験等の拡充や地域人材の実践促進

※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市立長湫東保育園ほか５園

取 組 の 名 称

取 組 内 容

●実施時期： 令和５年１０月１８日

●対象者：長久手市立長湫西保育園年長児クラス

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

食育の一環として、芋掘り体験をし、後日保育園でお芋を使った調理をし

て食べる。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

様々な園児がいる中、その子に応じた取り組み方を配慮したり、地域の方

の協力を得ながら、芋掘り体験することができ、園で調理してもらい食べる

ことで食べる事への興味や関心を持つことができた。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：保育園おたすけたい

●連携した背景、きっかけ

芋掘りをするために地域の方に協力を得ることが継続的にできた。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

保護者に、写真をアプリであげることでタイムリーに伝えることができた。手伝ってもらった

地域の方に、お礼をすることで、親しみを持って関わることができた。

新規・継続
今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：令和１年

から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

今後も継続していきたい。

（様式）
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●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。

【長湫西保育園】

【地域の方にその場でお礼の挨拶】

【長湫市立保育園の年長児からお礼のプレゼント】
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：子ども未来課 高橋浩子

作成者連絡先：℡ 0561-56-0615

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

４７ 保育所等での栽培・調理体験等の拡充や地域人材の実践促進

※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市立長湫東保育園ほか５園

取 組 の 名 称

取 組 内 容

●実施時期： 令和５年６月５日

●対象者：長久手市立長湫東保育園年長児クラス

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

食育の一環として、一年を通して米作りに携わり、食べることの大切さ、

生きることの喜び、また、食べるまでの過程で様々な人の手が加わっている

ことを知る。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

様々な園児がいる中、その子に応じた取り組み方を配慮したり、地域の方

の協力を得ながら、田植えを体験することができた。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：保育園おたすけたい

●連携した背景、きっかけ

田んぼを提供してくださる方、管理をしてくださる方の協力を得ることができ、継続鶴事がで

きた。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

保護者に、写真をアプリであげることでタイムリーに伝えることができた。

新規・継続
今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：令和１年

から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

今後も継続していきたい。

（様式）
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●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。

【長湫東保育園】

【長湫南保育園】
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：子ども未来課 高橋浩子

作成者連絡先：℡ 0561-56-0615

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

５６ 保育所等での給食や弁当を活用した基本的な食事作法の習得

※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市立上郷保育園

取 組 の 名 称

取 組 内 容

●実施時期： 令和６年２月９日

●対象者： 上郷保育園年中児クラス

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

箸のマナーと食事のマナー

箸の持ち方を確認し、食事をするときの姿勢や、食器の持ち方等絵カード

を使ったり、実際に園児の姿を見て,確認したりしながら、マナーを知らせた。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

給食を配膳する際に、園児の姿を見て、楽しく食べられているか確認して

いくことで、園児もマナーに気をつけて食べるようになってきた。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：

●連携した背景、きっかけ

上郷保育園は自園調理となり上郷保育園に栄養士を配置し、給食センターの栄養士と連携し、

園児に給食を通して食育指導をしてもらうこととした。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

今後は、こういった取り組みを、保育業務支援システムを使って保護者に啓蒙していきたい。

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：2年前から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

今後は、毎月、どこかのクラスで食育の活動ができるようにしていきたい。

（様式）
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●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：子ども未来課 高橋浩子

作成者連絡先：℡ 0561-56-0615

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

４７ 保育所等での栽培・調理体験等の拡充や地域人材の実践促進

※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市立色金保育園

取 組 の 名 称

取 組 内 容

●実施時期： 令和５年５月２４日

●対象者：長久手市立色金保育年少児クラス

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）

食育の一環として、野菜の苗を植えて生長を見守り、収穫して調理しても

らって、食べた。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

自分達が育てた野菜なので、食べる意欲に繋がっている。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独) ありの場合の連携先：保育園おたすけたい

●連携した背景、きっかけ

保育園の行事や散歩に来てくださり、園児も親しんでいるので、積極的に参加し、アドバイス

をもらうことができた。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

今後は、保育業務支援システムを使って、保護者にタイムリーに啓蒙していきたい。

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：10 年以上前から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

今後も継続していきたい。

（様式）
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●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：淺井志保

作成者連絡先：長久手市立長久手給食センター 0561-62-3910

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

６ 食育だより等各種お便り、学校給食試食会、献立募集や料理教室、食物アレルギーに

関する情報、就学時健診等での各種学校給食に関する情報提供等を通して小中学校から家

庭に向けての食育促進
※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市

取 組 の 名 称 給食センター施設見学試食会

取 組 内 容

●実施時期： 6月，11 月，1月

●対象者：市内在住、在勤、在学者で食育などに関心を持っている個人又は団体

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）
給食について、広く市民の皆さんに知っていただくため、施設見学と給食の試食会を行

っています。

令和5年度は、6月2日、11月21日、1月30日に行いました。のべ33人のご参加があり、千

人釜で作る調理作業を見学窓から見学したり、栄養教諭による献立作りや調理についての

話を聞いたりしていただきました。

見学に加え、給食の試食も行いました。地元生産会の作った旬の野菜、季節の汁などを使

った献立を提供しました。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）

給食事業について理解を深め、食の大切さや正しい知識に興味関心を持っていただくこ

とができました。

給食の試食が人気の事業ですが、試食が無くても魅力的な情報発信の工夫が必要だと考

えます。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独)

ありの場合の連携先：

●連携した背景、きっかけ

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから：平成 23 年から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など

平成 23 年度から継続して、当市給食事業への理解を深め、食への関心をもっていただくきっかけづくりとして、

学期に１回、施設の見学と学校給食の試食の会を実施しています。

平成 30 年度からは市民要望に応え、気軽に参加できる小規模な施設見学会の開催を始めたところ、市内企業関

係者や給食現場で働く方などの参加がありました。

（様式）

28



●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。
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2023 年度（2023 年 4 月～2024 年 3 月）

食育推進に関する取組事例

作 成 者：淺井志保

作成者連絡先：長久手市立長久手給食センター 0561-62-3910

プラン 2025 の
連番・
取組の内容

６ 食育だより等各種お便り、学校給食試食会、献立募集や料理教室、食物アレルギーに

関する情報、就学時健診等での各種学校給食に関する情報提供等を通して小中学校から家

庭に向けての食育促進」

39 学校給食による感謝の心や美味しいと感じる味覚の育成、会食の楽しさ等の実感

59 学校給食への導入促進や体験との関連づけ、「愛知を食べる学校給食の日」の年３回

実施 ※複数該当する場合は、取組内容に最も近いものを最上段に記入してください。

取 組 主 体
団 体 名

長久手市

取 組 の 名 称 給食だよりの発行

取 組 内 容

●実施時期：6月，11月，2 月

●対象者：市立小中学生の家庭

●目的・内容（250 文字程度を目安にしてください）
給食づくりの紹介や家庭での食育のきっかけづくりに役立てるため児童生徒及びその

家庭に配布しています。

1学期に一度、学校給食週間等の取組みに合わせ、給食だより「ながくての給食」を発

行し、学校を通じ家庭に配布、市ホームページに掲載しました。令和 5年度は、1学期号

は「愛知を食べる学校給食の日」を、2学期号は「ごはんを中心とした日本型食生活のス

スメ」を、3学期号は「学校給食週間」を特集しました。

●活動の成果、今後の課題（150 文字程度を目安にしてください）
広い誌面に図や写真、グラフを掲載できるので、児童生徒や保護者の目にとまりやすい

ようです。

朝食、食品ロス、地場産食材、食育など家庭に訴えたいテーマが多いこと、誌面の充実が

課題です。

〈参考事項〉

他機関・団体等

との連携の有無
あり ・ なし(単独)

ありの場合の連携先：学校

●連携した背景、きっかけ
特集内容について、地産地消で地場産野菜を給食に取り入れていますが、生産量も少なくあまり知られていない地元

農家のようすを広報して、児童生徒の家庭はもちろん生産者の皆さんにも給食に興味関心を持って取り組んでいただけな

いかと思ったことがきっかけです。

デジタル化推進 した ・ していない

●対応した場合の内容、特に工夫した点

新規・継続 今年度新規の取組 ・ 昨年度以前から継続（いつから： から）

●新規取組実施の経緯、継続取組の変遷など
平成 3年度ごろから現在の A3 二つ折り 4ページで年3回学期発行となりました。当時はバイキング給食など献

立の紹介をしていたようです。

（様式）
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●取組内容の写真（２枚以内）
※県のホームページに掲載しますので、公表することの了解が得られたものを添付してください。
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